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位置図

図　示縮　尺

田老総合事務所

新里総合事務所

川井総合事務所

S=1:100,000位 置 図

宮古市役所

A3版 の図面 は、 原図を 1/2に縮小 して おり 図示

さ れ る 縮 尺 は 原 図 に 対 す る も の で あ る 。

枚ノ中

宮古市農林水産部農林課

全

１

林道鬼米内線
宮古市川内

林道鬼米内線無名1橋PCB塗膜除去工事

林道鬼米内線無名1橋PCB塗膜除去工事

令和　8　年度

５

第2地割外地内



この図面がA3版の場合は、原図を1/2に

縮小しているものであり、図示されてい

る縮尺は原図に対するものである。

※本図面は、橋梁台帳をもとに推定した概略図です。

（　）内数字は概数であるので、構造部材配置と部材寸法は

現地再計測を実施し報告してください。変更対応とします。

縮　尺 図　示

其

枚ノ中

宮古市農林水産部農林課

現橋一般図

現橋一般図

全

令和　8　年度

林道鬼米内線

林道鬼米内線無名１橋PCB塗膜除去工事

５

２

第2地割外地内
宮古市川内

鋼製線支承

荷　　　　　重

架　設　年　次

橋　　　　　長

桁　　　　　長

支　　間　　長

斜　　　　　角

幅　員　構　成

適 用 示 方 書

上
部
工

舗　　　　　装

添　　架　　物

下
部
工

躯       体

基       礎

重力式橋台

支       承

形       式

交　  差　  物

路　　　　　線

場　　　　　所

橋　梁　名　称

補修・補強履歴

橋梁諸元

全幅4.300m（有効幅員3.600m）

無し

コンクリート

不明

無名１

岩手県宮古市川内第９地割地内

林道鬼米内線（自動車２級）（オニヨナイ）

二級河川　閉伊川（管理者：岩手県）

TL14

昭和44年(1969年)　　※橋梁台帳

29.50m

29.35m

28.950m

-

鋼溶接橋I桁（不明）

直接基礎

昭和44年(1969年)

A2A1

Ｍ Ｆ

75

200

75

200支間長28950

桁長29350

橋長29500

側　面　図 S=1:100

※下部工背面形状は推定である。

平　面　図（桁面） S=1:100
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断　面　図 S=1:50



其

縮　尺 図　示

宮古市農林水産部農林課

枚ノ中全

３

林道鬼米内線
宮古市川内

林道鬼米内線無名1橋PCB塗膜除去工事

令和　8　年度

塗替塗装工図（1）

塗替塗装工図（1）

この図面がA3版の場合は、原図を1/2に

縮小しているものであり、図示されてい

る縮尺は原図に対するものである。

５

第2地割外地内

※本図面は、橋梁台帳をもとに推定した概略図です。

（　）内数字は概数であるので、構造部材配置と部材寸法は

現地再計測を実施し報告してください。変更対応とします。

分析項目

鉛又はその化合物

六価クロム化合物

単位

mg/L

mg/L

分析結果

鉛含有量

クロム含有量

％

PCB mg/kg 1.9

38.0

48

mg/㎏ 5未満

0.15未満

開 始

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、事前調査・準備工

　併せて必要協議の手続きをする。

・素地調整程度１種を行う。素地調整
　素地調整は、ブラストを原則とする。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　付着物等も完全除去する。

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

・塗装は、スプレー塗りとする。

塗装は素地調整終了後、同日中に必ず下塗りまたは補修塗りを行う。塗替え塗装作業

塗り重ねは、前工程の塗膜が十分乾燥してから行う。

後片付工

終 了

施 工 手 順

使用量 標準膜厚
塗装工程 塗 料 名 塗装間隔2（g/m ） （μm）

素地調整 １　種
4時間以内

防食下地 有機ジンクリッチペイント 600 75

1日～10日

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 240 60

1日～10日

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 240 60

1日～10日

中　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 170 30

1日～10日
上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 140 25

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

Rc-Ⅰ塗装系（スプレー）
循環式ブラスト工法相当以上

（循環式ブラスト工法　NETIS登録番号:KT-230028-A　建審証第2201号）
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桁　長　29350

支間長(28950)

29350

塗膜調査結果

※鉛の含有が確認されたため、施工時は安全対策（作業員、環境）

　を実施すること。

S=1:40

側面図
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位 置 図

A1 A2

G1

G2

排水管 S=1:10

D100

1
6
0
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支　承 S=1:10

側　面 正　面

平　面
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※ハッチング範囲は、塗装可能範囲を示す。

エッジ部曲面加工

※ エッジ部は膜厚が確保されにくいことから、一般部

　 と同等の塗膜性能を確保するため、2R以上の面取り

　 を行い曲面仕上げとすること。

※ 対象部材は、主桁下フランジとする。

2R
以
上

N=4

固定金具　N＝4

L60×60×5×1450



この図面がA3版の場合は、原図を1/2に

縮小しているものであり、図示されてい

る縮尺は原図に対するものである。

其

縮　尺 図　示

宮古市農林水産部農林課

枚ノ中全

林道鬼米内線
宮古市川内

林道鬼米内線無名1橋PCB塗膜除去工事

令和　8　年度

塗替塗装工図（2）

第2地割外地内

４

５
塗替塗装工図（2）

※本図面は、橋梁台帳をもとに推定した概略図です。

（　）内数字は概数であるので、構造部材配置と部材寸法は

現地再計測を実施し報告してください。変更対応とします。

分析項目

鉛又はその化合物

六価クロム化合物

単位

mg/L

mg/L

分析結果

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

600

1～10日

1～10日

240

240

170

140

4時間以内

 使用量 

（g/m2）

防食下地

下塗

下塗

中塗

上塗

塗料名

1種ケレン：ブラスト法（ISO Sa2 1/2）
素地調整

塗装工程

1～10日

1～10日

75

60

60

30

25

塗布厚

（μm）

（錆や旧塗膜を完全除去し、鋼材面を露出）

(ｽﾌﾟﾚｰ)

(ｽﾌﾟﾚｰ)

(ｽﾌﾟﾚｰ)

(ｽﾌﾟﾚｰ)

(ｽﾌﾟﾚｰ)

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

鉛含有量

クロム含有量

％

PCB mg/kg 1.9

38.0

48

mg/㎏ 5未満

0.15未満

塗装間隔

塗膜調査結果

塗装仕様（Rc-Ⅰ塗装系）

※鉛の含有が確認されたため、施工時は安全対策（作業員、環境）

　を実施すること。

※塗装対象部材：全部材（主桁、横桁、支承）

※ブラストは、循環式エコクリーンブラストとする。

中間対傾構 端対傾構中間対傾構 中間対傾構 中間対傾構

位 置 図

端対傾構

下横構① 下横構① 下横構① 下横構①下横構②
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G2

S=1:20
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S=1:20
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S=1:20
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この図面がA3版の場合は、原図を1/2に

縮小しているものであり、図示されてい

る縮尺は原図に対するものである。

仮設工図

其

縮　尺 図　示

宮古市農林水産部農林課

枚ノ中全

林道鬼米内線
宮古市川内

林道鬼米内線無名1橋PCB塗膜除去工事

令和　8　年度

仮設工図
５

５

第2地割外地内

※本図面は、橋梁台帳、道路台帳及び現地計測に

　より復元したものである。細部の詳細寸法につ

　いては、現地再計測の上、決定すること。

A1

ＦＭ

A2

橋長29500

塗替塗装用足場設置範囲 29500

側　面　図 S=1:100

※下部工背面形状は推定である。

4300

3503600350

250250 3100

安全ネット

足場板

足場チェーン

ブラスト養生シート ころばし

防炎シート @900
板張り防護・シート張り防護

2200 10501050

断　面　図 S=1:50
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